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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイントによって実行される、Ｘ２通信セットアップのための方法であって、
　前記アクセスポイントのセルパラメータおよび１つまたは複数のアドレスにおける変化
を示すトリガを検出することと、
　前記トリガを検出することに少なくとも部分的に基づいて、前記アクセスポイントの少
なくとも１つのネイバーノードを発見することと、ここにおいて、前記発見することは、
前記少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも２つのアドレスを受信することを備え
、
　前記アクセスポイントの少なくとも２つのアドレスと、前記少なくとも１つのネイバー
ノードの前記少なくとも２つのアドレスとを備える登録メッセージを生成することと、
　Ｘ２通信のための前記登録メッセージをＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）に送信するこ
とと、
　を備え、
　前記登録メッセージは、前記Ｘ２－ＧＷを通じた前記アクセスポイントと前記少なくと
も１つのネイバーノードとの間の通信のために必要なルーティング情報を学習するために
前記Ｘ２－ＧＷによって使用され、かつ前記少なくとも１つのネイバーノードによる前記
Ｘ２－ＧＷでの登録を実行する必要なしに前記アクセスポイントと前記少なくとも１つの
ネイバーノードとの間の前記Ｘ２通信を可能にするために使用される、方法。
【請求項２】
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　前記登録メッセージのための前記Ｘ２－ＧＷからの肯定応答メッセージを受信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記２つのアドレスは、より高いプロトコルレイヤおよびより低いプロトコルレイヤで
のアドレスに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも２つのアドレスは、トランスポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アド
レスおよび無線ネットワークレイヤ（ＲＮＬ）アドレスを備える、請求項３に記載の方法
。
【請求項５】
　少なくとも部分的に、前記少なくとも１つのネイバーノードの前記少なくとも２つのア
ドレス間の関連づけを含めることにより、ルーティングテーブルを前記Ｘ２－ＧＷによっ
て更新することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ワイヤレス通信装置であって、
　前記装置のセルパラメータおよび１つまたは複数のアドレスにおける変化を示すトリガ
を検出するための手段と、
　前記トリガを検出することに少なくとも部分的に基づいて、前記装置の少なくとも１つ
のネイバーノードを発見するための手段と、ここにおいて、発見するための前記手段は、
前記少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも２つのアドレスを受信するための手段
を備え、
　前記装置の少なくとも２つのアドレスと、前記少なくとも１つのネイバーノードの前記
少なくとも２つのアドレスとを備える登録メッセージを生成するための手段と、
　Ｘ２通信のための前記登録メッセージをＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）に送信するた
めの手段と、
　を備え、
　前記登録メッセージは、前記Ｘ２－ＧＷを通じた前記装置と前記少なくとも１つのネイ
バーノードとの間の通信のために必要なルーティング情報を学習するために前記Ｘ２－Ｇ
Ｗによって使用され、かつ前記少なくとも１つのネイバーノードによる前記Ｘ２－ＧＷで
の登録を実行する必要なしに前記装置と前記少なくとも１つのネイバーノードとの間の前
記Ｘ２通信を可能にするために使用される、装置。
【請求項７】
　前記登録メッセージのための前記Ｘ２－ＧＷからの肯定応答メッセージを受信するため
の手段をさらに備える、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　少なくとも部分的に、前記少なくとも１つのネイバーノードの前記少なくとも２つのア
ドレス間の関連づけを含めることにより、前記Ｘ２－ＧＷのためのルーティングテーブル
を更新するための手段をさらに備える、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　コンピュータプログラムであって、
　少なくとも１つのコンピュータに、請求項１乃至５のいずれか一項に従う方法を行わせ
るコードを備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　[0001]本願は、２０１３年４月２６日に出願された米国仮出願番号第６１／８１６，６
１５号に対して３５Ｕ．Ｓ．Ｃ§１１９（ｅ）の下で優先権を主張し、この出願は、この
全内容が参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
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　[0002]本開示は、通信システムに関し、Ｘ２－ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）でのセット
アップおよびルーティングのための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャスト、等といったさまざまな通信コンテンツを提供するために広く展開
される。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有す
ることによって複数のユーザをサポートすることができる多元接続ネットワークであり得
る。このような多元接続ネットワークの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワー
ク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネット
ワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークを含む。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、たとえば、ユーザ機器（ＵＥ）のような、複数
のモバイルエンティティのための通信をサポートし得る、複数の基地局を含み得る。ＵＥ
は、ダウンリンク（ＤＬ）およびアップリンク（ＵＬ）を介して基地局と通信し得る。Ｄ
Ｌ（またはフォワードリンク）は、基地局からＵＥへの通信リンクのことを言い、ＵＬ（
またはリバースリンク）は、ＵＥから基地局への通信リンクのことを言う。
【０００５】
　[0005]第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）は、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））お
よびユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の発展として、セルラー技術に
おける大きな進歩を表す。ＬＴＥ物理レイヤ（ＰＨＹ）は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）の
ような基地局とＵＥのようなモバイルエンティティとの間でデータと制御情報の両方を伝
達するのに非常に効率的な手法を提供する。
【０００６】
　[0006]近年、ユーザは、固定回線のブロードバンド通信をモバイルブロードバンド通信
と置き換え始めており、特に、彼らの家または職場での、優良な音声品質、信頼できるサ
ービス、および低価格をますます要求するようになっている。屋内サービスを提供するた
めに、ネットワークオペレータは、異なるソリューションを展開し得る。適度なトラフィ
ックを有するネットワークのために、オペレータは、マクロセルラー基地局に依拠して建
物の中に信号を送信し得る。しかしながら、建物の透過損失が高いエリアでは、許容可能
な信号品質を維持するのは困難であり得るので、他のソリューションが所望される。新た
なソリューションが、空間およびスペクトルといった限られた無線リソースを最大限利用
するためにしばしば所望される。これらのソリューションのいくつかは、インテリジェン
トリピータ、リモート無線ヘッド、およびスモールカバレッジ基地局（たとえば、ピコセ
ルおよびフェムトセル）を含む。
【０００７】
　[0007]フェムトセルソリューションの標準化および促進にフォーカスした非営利の会員
制組織であるフェムトフォーラム（Femto Forum）は、フェムトセルユニットとも呼ばれ
るフェムトアクセスポイント（ＦＡＰ）を、ライセンス付与されたスペクトルで動作し、
ネットワークオペレータによって制御され、既存のハンドセットと接続されることができ
、住宅用デジタル加入者回線（ＤＳＬ）またはバックホールのためのケーブル接続を使用
する、低電力ワイヤレスアクセスポイントと定義する。さまざまな規格または文脈におい
て、ＦＡＰは、ホームノードＢ（ＨＮＢ）、ホームｅノードＢ（ＨｅＮＢ）、アクセスポ
イント基地局、または他の専門用語で呼ばれ得る。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信システムにおけるＸ２－ゲートウェイでのセットアップおよびル
ーティングのための方法、装置、およびシステムが、詳細な説明において詳細に説明され
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、ある特定の態様が以下に要約される。この概要および以下の詳細な説明は、組み込まれ
た開示の補完し合う部分として解釈されるべきであり、これらの部分は、冗長な主題およ
び／または補足的な主題を含み得る。いずれのセクションにおける省略も、組み込まれた
応用例において説明される任意の要素の優先順位または相対的な重要性を示すものではな
い。セクション間の差は、それぞれの開示から明らかであるように、代替の実施形態の補
足的開示、追加の詳細、または異なる専門用語を使用した同一の実施形態の代替の説明を
含み得る。
【０００９】
　[0009]アクセスポイントによるＸ２－ＧＷでのＸ２セットアップおよびルーティングの
ための方法は、アクセスポイントが少なくとも１つのネイバーノード（neighbor node）
を発見することを含み得る。発見することは、アクセスポイントによって検出された各々
のネイバーノードからのアドレス情報を要求すること、またはそうでなければ得ることを
含み得る。アドレス情報は、少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも２つのアドレ
スを含み得、２つのアドレスは、より高いプロトコルレイヤおよびより低いプロトコルレ
イヤでのアドレスに対応する。たとえば、少なくとも２つのアドレスは、少なくとも１つ
のネイバーノードのトランスポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレスおよび無線ネ
ットワークレイヤ（ＲＮＬ）アドレスを含み得る。方法は、Ｘ２通信のための少なくとも
１つのネイバーノードの少なくとも１つのアドレスを備える登録メッセージを、アクセス
ポイントからＸ２－ＧＷに送信することをさらに含み得る。方法は、登録メッセージに応
答してＸ２－ＧＷから肯定応答メッセージを受信することをさらに含み得る。アクセスポ
イントは、ＨｅＮＢもしくは他のスモールセル、またはｅＮＢの少なくとも１つであり得
るか、あるいはこれを含み得る。同様に、少なくとも１つのネイバーノードは、ＨｅＮＢ
もしくは他のスモールセル、またはｅＮＢの少なくとも１つであり得るか、あるいはこれ
を含み得る。
【００１０】
　[0010]一態様において、Ｘ２－ＧＷは、いくつかのアクセスポイントから同様の登録メ
ッセージを受信し得、登録メッセージにおけるアドレス情報をデータテーブルまたは他の
データ構造にアグリゲートし（aggregate）得る。データテーブルまたは構造は、ルーテ
ィングマップまたはテーブルにおけるように、より高いおよびより低いレイヤのアドレス
を互いに関連させ得る。たとえば、登録メッセージに応答してＸ２－ＧＭによって維持さ
れるデータテーブルは、Ｘ２－ＧＷによってサービスされる各々のアクセスポイントのた
めの、ＴＮＬアドレスをＲＮＬアドレスに関連させ得る。かくして、Ｘ２－ＧＷは、デー
タテーブルを使用して、マクロセルとスモールセルとの両方を含む、それがサービスする
アクセスポイント間で、Ｘ２メッセージをルーティングすることができる。
【００１１】
　[0011]アクセスポイントによる方法の別の態様において、アクセスポイントは、少なく
とも１つのネイバーノードの少なくとも２つのアドレスを備える登録メッセージを生成し
得、２つのアドレスは、より高いプロトコルレイヤおよびより低いプロトコルレイヤでの
アドレスに対応する。たとえば、上述されているように、少なくとも２つのアドレスは、
少なくとも１つのネイバーノードのＴＮＬアドレスおよびＲＮＬアドレスを備え得る。
【００１２】
　[0012]方法の別の態様において、アクセスポイントは、少なくとも１つの新しいネイバ
ーノードの検出、または少なくとも１つのネイバーノードでのアドレスパラメータの変化
の検出の少なくとも１つに応答して、発見することを開始し得る。従って、アクセスポイ
ントは続いて、パラメータの変化を検出することに応答して、少なくとも１つの更新され
たアドレスを備える別の登録メッセージをＸ２－ＧＷに送信し得る。Ｘ２－ＧＷは、更新
されたアドレス情報を有するこのようなメッセージを使用して、現在の状況におけるそれ
のルーティングテーブルを維持することができる。
【００１３】
　[0013]関連する態様では、上に要約された方法および方法の態様のいずれかを実行する
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ためのワイヤレス通信装置が提供され得る。装置は、たとえば、メモリに結合されたプロ
セッサを含み得、メモリは、上述された動作を装置に実行させるためにプロセッサによっ
て実行される命令を保持する。このような装置のある特定の態様（たとえば、ハードウェ
アの態様）は、ワイヤレス通信ネットワークのアクセスポイント（スモールセルまたはマ
クロセル）のような機器によって、またはアクセスポイント間のＸ２－ＧＷルーティング
メッセージにおいて、例示され得る。同様に、プロセッサによって実行された場合に上に
要約された方法および方法の態様をネットワークエンティティに実行させる、符号化され
た命令を保持するコンピュータ可読記憶媒体を含む製造物品が提供され得る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】[0014]図１は、電気通信システムの例を概念的に示すブロック図である。
【図２】[0015]図２は、電気通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の例を概念
的に示すブロック図である。
【図３】[0016]図３は、基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を概念的に示すブロック図であ
る。
【図４】[0017]図４は、別の例示的な通信システムを示すブロック図である。
【図５】[0018]図５は、さらなる別の例示的な通信システムのブロック図である。
【図６】[0019]図６は、ＨｅＮＢによる登録を含むＸ２通信を示す呼び出し流れ図である
。
【図７】[0020]図７は、Ｘ２－ゲートウェイでのＸ２セットアップおよびルーティングの
ための例示的な方法およびこれの態様を示す。
【図８】図８は、Ｘ２－ゲートウェイでのＸ２セットアップおよびルーティングのための
例示的な方法およびこれの態様を示す。
【図９】図９は、Ｘ２－ゲートウェイでのＸ２セットアップおよびルーティングのための
例示的な方法およびこれの態様を示す。
【図１０】[0021]図１０は、図７の方法に従う、Ｘ２－ＧＷでのＸ２セットアップおよび
ルーティングのための装置の実施形態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0022]添付図面に関連して以下に述べられる詳細な説明は、さまざまな構成の説明とし
て意図されたものであり、本明細書において説明される概念が実現され得る唯一の構成を
表すように意図されたものではない。詳細な説明は、さまざまな概念の完全な理解を提供
する目的のために具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な
詳細なしに実現され得ることが当業者に理解されるであろう。いくつかの例において、周
知の構造およびコンポーネントは、このような概念を曖昧にするのを避けるために、ブロ
ック図の形態で示される。
【００１６】
　[0023]本明細書において説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭ
Ａ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のネットワークといった、さまざまなワイヤレス通信ネッ
トワークのために使用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、し
ばしば同義で使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（Ｕ
ＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００、等といった無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、ワイドバ
ンドＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形を含む。ｃｄｍａ２
０００の無線技術は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーす
る。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）のよ
うな無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ
）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（
登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２
０、フラッシュ－ＯＦＤＭＡ、等といった無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－Ｕ
ＴＲＡは、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ
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ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は
、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新たなリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、
ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェ
クト」（３ＧＰＰ）と称する組織からの文書に説明されている。ＣＤＭＡ２０００および
ＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する組織か
らの文書に説明されている。本明細書において説明される技法は、上述されたワイヤレス
ネットワークおよび無線技術のためだけでなく、他のワイヤレスネットワークおよび無線
技術のためにも使用され得る。明確さのために、技法のある特定の態様は、以下において
ＬＴＥのために説明され、ＬＴＥの専門用語が以下の説明の大半で使用される。
【００１７】
　[0024]図１は、ワイヤレス通信ネットワーク１００を示し、これは、ＬＴＥネットワー
クであり得る。ワイヤレスネットワーク１００は、複数のｅＮＢ１１０および他のネット
ワークエンティティを含み得る。ｅＮＢは、ＵＥと通信する局であり得、基地局、ノード
Ｂ、アクセスポイント、または他の用語でも呼ばれ得る。各々のｅＮＢ１１０ａ、１１０
ｂ、１１０ｃは、特定の地理的エリアのための通信カバレッジを提供し得る。３ＧＰＰに
おいて、「セル」という用語は、用語が使用される文脈に依存して、ｅＮＢのカバレッジ
エリアおよび／またはこのカバレッジエリアにサービスするｅＮＢのサブシステムのこと
を言い得る。
【００１８】
　[0025]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルのための通信カバレッジを提供し得る。マクロセルは、相対的に大きな地理的エリア
（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる制
限されないアクセスを可能にし得る。ピコセルは、相対的に小さな地理的エリアをカバー
し得、サービスに加入しているＵＥによる制限されないアクセスを可能にし得る。フェム
トセルは、相対的に小さな地理的エリア（たとえば、家）をカバーし得、フェムトセルと
の関連づけを有するＵＥ（たとえば、クローズドサブスクライバグループ（ＣＳＧ）にお
けるＵＥ、家におけるユーザのためのＵＥ、等）による制限されたアクセスを可能にし得
る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ得る。ピコセルのためのｅＮＢ
は、ピコｅＮＢと呼ばれ得る。フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホ
ームｅＮＢ（ＨＮＢ）と呼ばれ得る。図１に示された例において、ｅＮＢ１１０ａ、１１
０ｂ、および１１０ｃはそれぞれ、マクロセル１０２ａ、１０２ｂ、および１０２ｃのた
めのマクロｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘのためのピコｅＮＢ
であり得る。ｅＮＢ１１０ｙおよび１１０ｚはそれぞれ、フェムトセル１０２ｙおよび１
０２ｚのためのフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（たとえば、３つ
）のセルをサポートし得る。
【００１９】
　[0026]フェムトセルおよびピコセルは、スモールセルの例である。本明細書において使
用される場合、スモールセルは、スモールセルを有するネットワークにおける各々のマク
ロセルより実質的に少ない送信電力を有することによって特徴づけられたセル、たとえば
、３ＧＰＰ技術報告書（Ｔ．Ｒ．）３６．９３２　Ｖ１２．１．０、セクション４（「イ
ントロダクション」）において定義されているような低電力アクセスノードを意味する。
【００２０】
　[0027]ワイヤレスネットワーク１００はまた、リレー局１１０ｒを含み得る。リレー局
は、アップストリーム局（たとえば、ｅＮＢもしくはＵＥ）からのデータおよび／または
他の情報の送信を受信し、ダウンストリーム局（たとえば、ＵＥもしくはｅＮＢ）へのデ
ータおよび／または他の情報の送信を送る局である。リレー局はまた、他のＵＥのための
送信をリレーするＵＥであり得る。図１に示された例において、リレー局１１０ｒは、ｅ
ＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を容易にするために、ｅＮＢ１１０ａおよびＵ
Ｅ１２０ｒと通信し得る。リレー局はまた、リレーｅＮＢ、リレー、または他の専門用語
で呼ばれ得る。
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【００２１】
　[0028]ワイヤレスネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレー、または他のタイプを含む、異種ネットワー
クであり得る。これらの異なるタイプのｅＮＢは、異なる送信電力レベル、異なるカバレ
ッジエリア、およびワイヤレスネットワーク１００における干渉に対する異なる影響を有
し得る。たとえば、マクロｅＮＢが高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）を有し
得るのに対し、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、およびリレーといったスモールセルｅＮＢ
は、より低い送信電力レベル（たとえば、１ワット）を有し得る。
【００２２】
　[0029]ワイヤレスネットワーク１００は、同期または非同期動作をサポートし得る。同
期動作のために、ｅＮＢは、同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送
信が、時間的にほぼアラインされ（be approximately aligned in time）得る。非同期動
作のために、ｅＮＢは、異なるフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は
、時間的にアラインされなくてもよい。本明細書において説明される技法は、同期および
非同期動作の両方のために使用され得る。
【００２３】
　[0030]ネットワークコントローラ１３０が、ｅＮＢのセットに結合し得、これらのｅＮ
Ｂのための協調および制御を提供し得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホ
ールを介してｅＮＢ１１０と通信し得る。ｅＮＢ１１０はまた、たとえば、直接的に、ま
たはワイヤレスもしくはワイヤラインバックホールを介して間接的に、互いに通信し得る
。
【００２４】
　[0031]ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散させられ得、
各々のＵＥは、固定またはモバイルであり得る。ＵＥはまた、端末、モバイル局、加入者
ユニット、局、等と呼ばれ得る。ＵＥは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワ
イヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ノートパッドコンピ
ュータ、ノートブックコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、ワイ
ヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、または他のモバイルエンティティであり得る。ＵＥ
は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレー、または他のネットワークエン
ティティと通信可能であり得る。図１において、両方向矢印の実線は、ＵＥとサービング
ｅＮＢとの間の所望の送信を示し、これは、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上
でＵＥにサービスするように指定されたｅＮＢである。両方向矢印の破線は、ＵＥとｅＮ
Ｂとの間の干渉する送信を示す。
【００２５】
　[0032]ＬＴＥは、ダウンリンク上で直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を、アップリンク
上でシングルキャリア周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭおよびＳＣ
－ＦＤＭは、システム帯域幅を複数（Ｋ）個の直交サブキャリアに分け、これらはまた一
般的に、トーン、ビン、等と呼ばれる。各々のサブキャリアは、データによって変調され
得る。一般的に、変調シンボルは、ＯＦＤＭによって周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭによっ
て時間領域で送られる。隣接サブキャリア間の間隔は、固定であり得、サブキャリアの合
計数（Ｋ）は、システム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、１．２５、２．５、５、
１０、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に関して、それぞれ、１２８、
２５６、５１２、１０２４、または２０４８と同等であり得る。システム帯域幅はまた、
サブバンドに分けられ得る。たとえば、サブバンドは、１．０８ＭＨｚをカバーし得、１
．２５、２．５、５、１０、または２０ＭＨｚのシステム帯域幅に関して、それぞれ、１
、２、４、８、または１６個のサブバンドが存在し得る。
【００２６】
　[0033]図２は、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクフレーム構造を示す。ダウンリ
ンクのための送信タイムラインは、無線フレームのユニットに分けられ得る。各々の無線
フレーム、たとえば、フレーム２０２は、所定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ
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））を有し得、０～９のインデックスを有する１０個のサブフレーム２０４に分けられ得
る。各々のサブフレーム、たとえば、「サブフレーム０」２０６は、２つのスロット、た
とえば、「スロット０」２０８と「スロット１」２１０とを含み得る。各々の無線フレー
ムはかくして、０～１９のインデックスを有する２０個のスロットを含み得る。各々のス
ロットは、Ｌ個のシンボル期間、たとえば、図２に示されているようにノーマルサイクリ
ックプリフィックス（ＣＰ）のための７つのシンボル期間２１２を、または拡張サイクリ
ックプリフィックスのための６つのシンボル期間を含み得る。ノーマルＣＰおよび拡張Ｃ
Ｐは、本明細書において異なるＣＰタイプと呼ばれ得る。各々のサブフレームにおける２
Ｌ個のシンボル期間は、０～２Ｌ－１のインデックスを割り当てられ得る。利用可能な時
間周波数リソースは、リソースブロックに分けられ得る。各々のリソースブロックは、１
つのスロットにおいてＮ個のサブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）をカバー
し得る。
【００２７】
　[0034]ＬＴＥにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢにおける各々のセルのためのプライマリ同期
信号（ＰＳＳ）およびセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を送り得る。プライマリおよびセカ
ンダリ同期信号は、図２に示されているように、ノーマルサイクリックプリフィックスに
よる各々の無線フレームのサブフレーム０および５の各々における、それぞれシンボル期
間６および５において送られ得る。同期信号は、セルの検出および捕捉のためにＵＥによ
って使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロット１におけるシンボル期間０～３
において物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を送り得る。ＰＢＣＨは、ある特定
のシステム情報を搬送し得る。
【００２８】
　[0035]ｅＮＢは、各々のサブフレームの１つ目のシンボル期間の一部のみで物理制御フ
ォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）を送り得るが、図２では１つ目のシン
ボル期間２１４全体の中にあるように描かれている。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのた
めに使用されるシンボル期間の数（Ｍ）を伝達し得、ここで、Ｍは、１、２、または３と
同等であり得、サブフレーム毎に変化し得る。Ｍはまた、たとえば、１０個未満のリソー
スブロックを有する、小さなシステム帯域幅では４と同等であり得る。図２に示された例
では、Ｍ＝３である。ｅＮＢは、各々のサブフレームの最初のＭ個のシンボル期間（図２
ではＭ＝３）において、物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）および物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を送り得る。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再
送（ＨＡＲＱ）をサポートするための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリ
ソース割り振りについての情報、およびダウンリンクチャネルのための制御情報を搬送し
得る。 図２では１つ目のシンボル期間に示されていないが、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣ
Ｈが１つ目のシンボル期間にも含まれることが理解される。同様に、ＰＨＩＣＨおよびＰ
ＤＣＣＨはまた、図２にはこのように示されていないが、２つ目と３つ目のシンボル期間
の両方に存在する。ｅＮＢは、各々のサブフレームの残りのシンボル期間において物理ダ
ウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上での
データ送信のためにスケジューリングされたＵＥのためのデータを搬送し得る。ＬＴＥに
おけるさまざまな信号およびチャネルが、「発展型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ－
ＵＴＲＡ）；物理チャネルおよび変調（Evolved Universal Terrestrial Radio Access (
E-UTRA); Physical Channels and Modulation）」と題する、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１
１において説明されており、これは、公に利用可能である。
【００２９】
　[0036]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心の１．０８ＭＨｚで
、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られる
各々のシンボル期間において、システム帯域幅全体にわたり、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩ
ＣＨを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のある特定の部分でＵＥのグループにＰＤＣ
ＣＨを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分で特定のＵＥにＰＤＳＣＨを送
り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、
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ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＣＣＨ
を送り得、また、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００３０】
　[0037]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレッジ内に存在し得る。これらのｅＮＢの１つが、
ＵＥにサービスするために選択され得る。サービングｅＮＢは、受信電力、パスロス、信
号対雑音比（ＳＮＲ）、等といったさまざまな基準に基づいて選択され得る。
【００３１】
　[0038]図３は、基地局／ｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０の設計のブロック図を示し、こ
れらは、図１における基地局／ｅＮＢの１つおよびＵＥの１つであり得る。制限された関
連づけのシナリオのために、基地局１１０は、図１におけるマクロｅＮＢ１１０ｃであり
得、ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０ｙであり得る。基地局１１０はまた、フェムトセル、ピコ
セル、等を含むアクセスポイントのような、何らかの他のタイプの基地局であり得る。基
地局１１０は、アンテナ３３４ａ～３３４ｔを装備され得、ＵＥ１２０は、アンテナ３５
２ａ～３５２ｒを装備され得る。
【００３２】
　[0039]基地局１１０で、送信プロセッサ３２０が、データソース３１２からデータを、
コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、ＰＢＣＨ、Ｐ
ＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、等のためのものであり得る。データは、ＰＤＳＣ
Ｈ、等のためのものであり得る。プロセッサ３２０は、データおよび制御情報を処理（た
とえば、符号化およびシンボルマッピング）して、それぞれ、データシンボルおよび制御
シンボルを取得し得る。プロセッサ３２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセ
ル固有の基準信号のための、基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）プロセッサ３３０が、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および
／または基準シンボルに空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、変調器（
ＭＯＤ）３３２ａ～３３２ｔに出力シンボルストリームを提供し得る。各々の変調器３３
２は、（たとえば、ＯＦＤＭ、等のための）それぞれの出力シンボルストリームを処理し
て、出力サンプルストリームを取得し得る。各々の変調器３３２はさらに、出力サンプル
ストリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタリング、およびアップ
コンバート）して、ダウンリンク信号を取得し得る。変調器３３２ａ～３３２ｔからのダ
ウンリンク信号は、それぞれ、アンテナ３３４ａ～３３４ｔを介して送信され得る。
【００３３】
　[0040]ＵＥ１２０で、アンテナ３５２ａ～３５２ｒが、基地局１１０からダウンリンク
信号を受信し得、受信された信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ～３５４ｒに
提供し得る。各々の復調器３５４は、それぞれの受信された信号を調整（たとえば、フィ
ルタリング、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得し
得る。各々の復調器３５４はさらに、（たとえば、ＯＦＤＭ、等のための）入力サンプル
を処理して、受信されたシンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６が、復調器３５４
ａ～３５４ｒのすべてから受信されたシンボルを取得し、適用可能な場合、受信されたシ
ンボルにＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを提供し得る。受信プロセッサ３５
８が、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し
、データシンク３６０にＵＥ１２０のための復号されたデータを提供し、コントローラ／
プロセッサ３８０に復号された制御情報を提供し得る。
【００３４】
　[0041]アップリンク上では、ＵＥ１２０で、送信プロセッサ３６４が、データソース３
６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを、コントローラ／プロセッサ３８０
から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処理し得る。プロセッサ３６
４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ３６４からのシ
ンボルは、適用可能な場合、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６６によってプリコーディング
され、変調器３５４ａ～３５４ｒによって（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭ、等のために）さら
に処理され、基地局１１０に送信され得る。基地局１１０で、ＵＥ１２０からのアップリ
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ンク信号は、アンテナ３３４によって受信され、復調器３３２によって処理され、適用可
能な場合、ＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、受信プロセッサ３３８によってさら
に処理されて、ＵＥ１２０によって送られた、復号されたデータおよび制御情報を取得し
得る。プロセッサ３３８は、データシンク３３９に復号されたデータを、コントローラ／
プロセッサ３４０に復号された制御情報を提供し得る。
【００３５】
　[0042]コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、それぞれ、基地局１１０およ
びＵＥ１２０での動作を指示し得る。プロセッサ３４０および／または基地局１１０にお
ける他のプロセッサおよびモジュールが、本明細書に説明される技法のためのさまざまな
処理の実行を行うか、または指示し得る。プロセッサ３４０および／または基地局１１０
における他のプロセッサおよびモジュールはまた、図７および図８に示される機能ブロッ
クおよび／または本明細書において説明される技法のための他の処理の実行を行うか、ま
たは指示し得る。メモリ３４２および３８２は、それぞれ、基地局１１０およびＵＥ１２
０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ３４４は、ダウン
リンクおよび／またはアップリンクでのデータ送信のためにＵＥをスケジューリングし得
る。
【００３６】
　[0043]１つの構成において、ワイヤレス通信のためのＵＥ１２０は、ＵＥの接続モード
中の干渉基地局からの干渉を検出するための手段と、干渉基地局の発生リソース（yielde
d resource）を選択するための手段と、発生リソースでの物理ダウンリンク制御チャネル
の誤り率を取得するための手段と、所定のレベルを超える誤り率に応答して無線リンク障
害を宣言するために実行可能な手段とを含む。一態様において、上述された手段は、上述
された手段によって詳述された機能を実行するように構成された、（１つまたは複数の）
プロセッサ、コントローラ／プロセッサ３８０、メモリ３８２、受信プロセッサ３５８、
ＭＩＭＯ検出器３５６、復調器３５４ａ、およびアンテナ３５２ａであり得る。別の態様
において、上述された手段は、上述された手段によって詳述された機能を実行するように
構成されたモジュールまたは任意の装置であり得る。
【００３７】
　[0044]図４は、さまざまな態様に従う、計画されたまたは半ば計画された（semi-plann
ed）ワイヤレス通信環境４００の説明図である。通信環境４００は、ＦＡＰ４１０を含む
複数のアクセスポイント基地局を含み、これらの各々は、対応する小規模ネットワーク環
境の中に設置される。小規模ネットワーク環境の例は、ユーザ宅、職場、屋内／屋外設備
４３０、等を含み得る。ＦＡＰ４１０は、関連づけられたＵＥ４０（たとえば、ＦＡＰ４
１０に関連づけられたＣＳＧに含まれる）、またはオプションで、エイリアンもしくはビ
ジターＵＥ４０（たとえば、ＦＡＰ４１０のＣＳＧのために構成されていないＵＥ）にサ
ービスするように構成され得る。各々のＦＡＰ４１０はさらに、ＤＳＬルータ、ケーブル
モデム、電力線接続によるブロードバンド、衛星インターネット接続、等を介して、広域
ネットワーク（ＷＡＮ）（たとえば、インターネット４４０）およびモバイルオペレータ
コアネットワーク４５０に結合される。
【００３８】
　[0045]ＦＡＰ４１０によるワイヤレスサービスを実現するために、ＦＡＰ４１０のオー
ナーは、モバイルオペレータコアネットワーク４５０によって提供されるモバイルサービ
スに加入する。また、ＵＥ４０は、本明細書において説明されるさまざまな技法を利用す
る、マクロセルラー環境および／または住宅用小規模ネットワーク環境において動作する
ことが可能であり得る。かくして、少なくとも開示されるいくつかの態様では、ＦＡＰ４
１０は、任意の適切な既存のＵＥ４０と後方互換性があり得る。さらに、マクロセルモバ
イルネットワーク４５５に加えて、ＵＥ４０は、所定数のＦＡＰ４１０、特に、対応する
（１つまたは複数の）ユーザ宅、（１つまたは複数の）職場、または屋内／屋外設備４３
０内に存在するＦＡＰ４１０によってサービスされ、モバイルオペレータコアネットワー
ク４５０のマクロセルモバイルネットワーク４５５とソフトハンドオーバー状態であるこ
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とができない。本明細書において説明される態様は３ＧＰＰの専門用語を用いるが、これ
らの態様がまた、３ＧＰＰ技術（リリース９９［Ｒｅｌ９９］、Ｒｅｌ５、Ｒｅｌ６、Ｒ
ｅｌ７）、３ＧＰＰ２技術（１ｘＲＴＴ、１ｘＥＶ－ＤＯ　Ｒｅｌ０、ＲｅｖＡ、Ｒｅｖ
Ｂ）、および他の公知の関連技術を含む、さまざまな技術にも適用され得ることが理解さ
れるべきである、ということが理解されるべきである。
【００３９】
　[0046]図５は、Ｘ２－ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）の参照アーキテクチャを説明する、
さらなる別の例示的な通信システムのブロック図である。Ｘ２インターフェースが、ｅＮ
ＢおよびＨｅＮＢ間の直接的な通信のために使用され得る。図５は、Ｘ２インターフェー
スを介してｅＮＢとＨｅＮＢとに結合されたＸ２－ＧＷを示す。図５に示されているよう
に、ｅＮＢ／ＨｅＮＢは、直接的なＸ２インターフェースを介して、またはＸ２インター
フェースを介してＸ２－ＧＷにより、ｅＮＢ／ＨｅＮＢに接続され得る。Ｘ２－ＧＷの追
加により、Ｘ２インターフェースは、以下のＸ２－ＧＷ機能を可能にするよう修正され得
る。ＨｅＮＢおよびｅＮＢは、既存のＸ２セットアップおよびリセット手順を使用してＸ
２－ＧＷに接続し得る。ＨｅＮＢおよびｅＮＢは、たとえば、ｅＮＢ識別子（ＩＤ）、追
跡エリア識別子（ＴＡＩ）、Ｅ－ＵＴＲＡＮセルグローバル識別子（ｅ－ＣＧＩ）、クロ
ーズドサブスクライバグループ識別子（ＣＳＧ　ＩＤ）、または他の識別子に基づいて、
Ｘ２－ＧＷにＸ２メッセージをルーティングする。かくして、ｅＮＢ間でｅＮＢ構成を交
換する必要がないことができ、Ｘ２－ＧＷの背後のセルがソースｅＮＢから隠され得る。
ｅＮＢから別のｅＮＢへのＸ２メッセージは、ｅＮＢ　ＩＤまたはセルＩＤに基づいて、
Ｘ２－ＧＷでルーティングされ得る。たとえば、ターゲットｅＮＢ　ＩＤが、Ｘ２－ＧＷ
による単純なルーティングを可能にするためにＸ２メッセージに追加される必要があり得
る。Ｘ２　ＧＷからのエラーメッセージが、Ｘ２－ＧＷが受信されたメッセージのための
ｅＮＢ　ＩＤ／セルＩＤをサポートしないケースのために定義され得る。
【００４０】
　[0047]Ｘ２－ＧＷは、３ＧＰＰにおいて、ＨｅＮＢおよびｅＮＢ間のＸ２接続を可能に
するのを支援するために存在し得る。Ｘ２－ＧＷは、それがＸ２セットアップを容易にし
、他のＸ２アプリケーションプロトコル（Ｘ２ＡＰ）接続をルーティングし得るように、
ピアノード間のプロキシとしての役割を果たし得る。１つの問題は、Ｘ２－ＧＷが、たと
えば、ノードから受信されたＸ２ＡＰメッセージを送るためのターゲットノードのトラン
スポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレス、インターネットプロトコル（ＩＰ）ア
ドレスといった、アドレスをどのように決定し得るかに関する。これらのメッセージは、
Ｘ２セットアップメッセージおよびＸ２セットアップに続く後のメッセージを含み得る。
【００４１】
　[0048]１つのソリューションは、あらゆるＸ２ＡＰメッセージの中にターゲットのＴＮ
Ｌアドレスを含めることであり得る。たとえば、ノード（たとえば、ＨｅＮＢ）が、別の
ノードに送信されるあらゆるメッセージの中にＴＮＬアドレスを含み得る。しかしながら
、このソリューションは、Ｘ２メッセージが、ＴＮＬとは別個のかつ区別されるＲＮＬ（
無線ネットワークレイヤ）でのものなので、欠点を有し得る。たとえば、ＲＮＬ（より高
いレイヤのアドレス）メッセージのためにＴＮＬアドレス（より低いレイヤのアドレス）
を含めることは、レイヤプロトコルに違反し得る。したがって、より良いソリューション
は、Ｘ２ＡＰメッセージの中に、セルＩＤまたは同等物といったＲＮＬ識別（identifica
tion）を含めることであり得る。このソリューションは、Ｘ２－ＧＷがＲＮＬ　ＩＤを使
用して転送先のターゲットＴＮＬアドレスを見出すことを含み得る。したがって、Ｘ２－
ＧＷは、ｅＮＢのための（１つまたは複数の）ＲＮＬ　ＩＤと（１つまたは複数の）ＴＮ
Ｌアドレスとの間のマッピングを知る必要があり得、Ｘ２－ＧＷは、このマッピングを有
するルーティングテーブルを保持する必要があり得る。
【００４２】
　[0049]Ｘ２－ＧＷは、それが、それを通じて接続し得るすべてのｅＮＢのためのＲＮＬ
　ＩＤとＴＮＬアドレスとを所持する場合、このルーティングテーブルを形成することが



(12) JP 6509817 B2 2019.5.8

10

20

30

40

50

できる。この情報を提供するための１つの方法は、ＨｅＮＢまたはｅＮＢが、Ｘ２－ＧＷ
を通じた別のＨｅＮＢとの任意の通信を試みる前に、Ｘ２－ＧＷに特別なメッセージを送
って、ＨｅＮＢまたはｅＮＢのセル識別パラメータについて知らせることであり得る。こ
の特別なメッセージは、本開示において「登録」と呼ばれ得、登録メッセージは、ソース
ｅＮＢの（１つまたは複数の）ＴＮＬまたはＩＰアドレスだけでなく、ＨｅＮＢのネイバ
ーノードの一部または全部についての同一の情報を含む他の情報をも含み得る。
【００４３】
　[0050]ＨｅＮＢはＨｅＮＢが接続される一意のＸ２－ＧＷのアドレスによって構成され
得るので、ＨｅＮＢが登録を実行することは実現可能であり得る。しかしながら、すでに
展開されているｅＮＢのための同様の手順は、ｅＮＢによる対応する手順がｅＮＢのネイ
バーＨｅＮＢに接続されるすべてのＸ２－ＧＷのＩＰアドレスによるｅＮＢでの新しい構
成を必要とし得、ｅＮＢがＸ２－ＧＷのすべてで登録を実行する必要があり得るので、そ
れほど実現可能であり得ない。ここで提案される代替のアプローチは、登録がＨｅＮＢに
よって発見されたすべてのｅＮＢのセルパラメータおよび１つまたは複数のＩＰアドレス
を含むように、ＨｅＮＢが拡張された登録を実行することであり得る。これにより、ｅＮ
Ｂでの構成は無くされる（be eliminated）ことができ、ＨｅＮＢが、それ自身とネイバ
ーｅＮＢとの両方のための登録を実行し得る。
【００４４】
　[0051]登録メッセージは、いくつかの手法で構築され得る。一態様では、既存のＸ２メ
ッセージが、Ｘ２－ＧＷがそれを登録として解釈し得るように、修正および拡張され得る
。たとえば、ターゲットルーティング情報（たとえば、ＲＮＬ　ＩＤ）がメッセージにお
いて欠落している場合、Ｘ２－ＧＷは、メッセージを登録メッセージとして解釈し得る。
別の態様では、登録の目的のために特に使用される新しいＸ２メッセージが定義され得る
。両方のケースにおいて、メッセージは、ＨｅＮＢおよびネイバーＨｅＮＢのＲＮＬおよ
びＴＮＬアドレスを含み得る。
【００４５】
　[0052]ＨｅＮＢは、Ｘ２－ＧＷが、ＴＮＬおよびＲＮＬ　ＩＤと、このＨｅＮＢへのメ
ッセージおよびこのＨｅＮＢからのメッセージをルーティングするために使用され得る他
のパラメータとを含む情報を取得するように、必要な場合にＸ２－ＧＷに登録し得る。登
録イベントの例、または、ＨｅＮＢによる登録を開始するためのトリガは、オンになるこ
と（またはＨｅＮＢのパワーオン）、ＨｅＮＢのセルパラメータおよび（１つまたは複数
の）アドレスの変化、または、たとえばＡＮＲおよび構成によって発見されているＨｅＮ
ＢのネイバーセルおよびｅＮＢのための同様のパラメータに関する更新を含み得る。登録
処理において、ＨｅＮＢは、Ｘ２－ＧＷがＸ２メッセージのルーティングのために使用し
得るすべての関連情報を含み得る。情報は、ＨｅＮＢがすべての外部通信のために１つの
ＩＰアドレスしか使用しないのであればメッセージ自体から導出されることもできるＨｅ
ＮＢ自身の（１つまたは複数の）ＩＰアドレスと、ＨｅＮＢがＸ２－ＧＷに知らせること
を望むすべてのネイバーｅＮＢのＲＮＬおよびＴＮＬアドレスとを含み得る。ＨｅＮＢは
、３ＧＰＰにおいてすでにサポートされているＴＮＬ発見手順を使用して、このような各
々のネイバーのＩＰアドレスを学習し得る。ＨｅＮＢは、パラメータのいずれかが変化し
た場合、たとえば、ＨｅＮＢが新しいｅＮＢネイバーを発見した場合、更新された登録を
送り得る。
【００４６】
　[0053]上記方法の利点は、Ｘ２－ＧＷがＸ２－ＧＷを通じたＨｅＮＢとｅＮＢとの間の
通信のために必要なルーティング情報をＨｅＮＢから学習できること、ｅＮＢがいかなる
登録も実行する必要がなくてよいことを含み得る。このアプローチなしでは、ｅＮＢは、
ｅＮＢのネイバーＨｅＮＢに接続されるすべてのＸ２－ＧＷに登録する必要があり得る。
そうでなければ、ＨｅＮＢは、Ｘ２－ＧＷがターゲットｅＮＢのアドレスを認識すること
ができないので、ｅＮＢとの通信をセットアップ（たとえば、Ｘ２セットアップ）可能で
あることができない。このアプローチは、この情報がＸ２－ＧＷに提供される、ＨｅＮＢ
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によってなされるｅＮＢの登録を提供し得る。
【００４７】
　[0054]図６は、ＨｅＮＢによる登録を含むＸ２通信を示す呼び出し流れ図である。例示
的な通信システムは、１つまたは複数のＨｅＮＢ１１０ｄ、１１０ｅ．．．１１０ｎ、お
よびＸ２－ＧＷ６１０を含み得る。登録処理は、ＨｅＮＢ間でメッセージをルーティング
するためにＸ２－ＧＷに情報を提供し得る。たとえば、登録処理は、ＲＮＬ　ＩＤ、ＴＮ
Ｌアドレス、ＩＰアドレス、または同様のアドレス情報をＸ２－ＧＷに提供し得る。登録
処理は、ＨｅＮＢによって開始され得る。
【００４８】
　[0055]図６の例において、処理は、ステップ１で始まり得、ＨｅＮＢ１１０ｄが、登録
処理を実行するためのトリガを検出する。たとえば、トリガは、ＨｅＮＢ１１０ｄのパワ
ーオン、ＨｅＮＢ１１０ｄのセルパラメータおよび（１つまたは複数の）アドレスの変化
、またはＨｅＮＢのネイバーセル１１０ｅ．．．１１０ｎのための同様のパラメータに関
する更新であり得る。ステップ２で、ＨｅＮＢは、ネイバーノード１１０ｅ．．．１００
ｎを発見し得る。ＨｅＮＢ１１０ｄは、たとえば、ＡＮＲ、等によって、ネイバーノード
１１０ｅ．．．１００ｎのための情報を受信し得る。ステップ３で、ＨｅＮＢ１１０ｄは
、Ｘ２－ＧＷ６１０に登録メッセージを送信し得る。登録メッセージは、ＨｅＮＢ１１０
ｄおよびネイバーノード１１０ｅ．．．１１０ｎについての情報を含み得る。登録メッセ
ージは、既存のＸ２メッセージまたは登録のための新しいメッセージであり得る。情報は
、Ｘ２メッセージをルーティングするためにＸ２－ＧＷによって使用され得る。たとえば
、登録メッセージは、ＲＮＬおよびＴＮＬアドレスを含み得る。Ｘ２－ＧＷは、たとえば
、ルックアップテーブル、ハッシュテーブル、または他のデータ構造によって、ＲＮＬお
よびＴＮＬアドレス間のマッピングを作成し得る。ステップ４で、Ｘ２－ＧＷは、登録に
応答して登録肯定応答メッセージを送り得る。ステップ５Ａ～Ｂで、ＨｅＮＢ１１０ｄは
、Ｘ２－ＧＷを通じたＸ２インターフェースを確立するためにＸ２セットアップを実行し
得る。ステップ６Ａ～Ｂで、ＨｅＮＢ１１０ｄは、Ｘ２通信を介したネイバーノードとの
通信を開始し得る。Ｘ２－ＧＷは、登録メッセージによって提供された情報およびメッセ
ージ自体における他のルーティング情報に基づいて、ＨｅＮＢ１１０ｄとネイバーノード
（たとえば、ＨｅＮＢ１１０ｅ．．．１１０ｎの１つ）との間でメッセージをルーティン
グし得る。
【００４９】
　[0056]一例では、ＨｅＮＢ１１０ｄが、ステップ１でパワーオンされる。パワーオンイ
ベントは、登録処理を実行するようＨｅＮＢ１１０ｄをトリガする。ＨｅＮＢ１１０ｄは
、Ｘ２－ＧＷに登録メッセージを送信する前に、ネイバーノード情報を発見および収集す
る。ＨｅＮＢ１１０ｄは、２つのネイバーノード１１０ｅ、１００ｆを発見する。ＨｅＮ
Ｂ１１０ｄは、発見ステップ２に関連してネイバーノード１１０ｅ、１００ｆのＲＮＬお
よびＴＮＬアドレスを受信する。ステップ３で、ＨｅＮＢ１１０ｄは、Ｘ２－ＧＷへの登
録メッセージをフォーマットする。登録メッセージは、ＨｅＮＢ１１０ｄおよびネイバー
ノード１１０ｅ、１００ｆのＲＮＬおよびＴＮＬアドレスを含む。ＨｅＮＢ１１０ｄが、
ステップ３においてＸ２－ＧＷ６１０に登録メッセージを送信する。Ｘ２－ＧＷが、登録
メッセージを受信し、ステップ４において登録メッセージの受信を肯定応答する。Ｘ２－
ＧＷは、ＨｅＮＢ１１０ｄ、１１０ｅ、１１０ｆのＲＮＬアドレスとＴＮＬアドレスとの
間のマッピングを作成する。Ｘ２－ＧＷは、ステップ４においてＨｅＮＢ１１０ｄに肯定
応答メッセージを送信する。ＨｅＮＢ１１０ｄが登録肯定応答を受信した後、ＨｅＮＢ１
１０ｄは、ステップ５Ａ～ＢでＸ２インターフェースをセットアップする。ＨｅＮＢ１１
０ｄは、ステップ６Ａ～Ｂでネイバーノード１１０ｅにメッセージを送信することを所望
する。ステップ６Ａにおいて、ＨｅＮＢ１１０ｄは、Ｘ２－ＧＷを介してネイバーノード
１１０ｅにメッセージを送信する。メッセージは、ネイバーノード１１０ｅのＲＮＬアド
レスを含む。Ｘ２－ＧＷは、ノード１１０ｅのＴＮＬアドレスをルックアップする。Ｘ２
－ＧＷは、ステップ６Ｂで、ネイバーノード１１０ｅのＴＮＬアドレスを見出し、ノード
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１１０ｅにメッセージをルーティングする。
図７に関連して本明細書において説明される実施形態の１つまたは複数の態様によると、
たとえば、ＨｅＮＢ、フェムトセル、ピコセル、もしくは他のスモールセルといった、ネ
ットワークエンティティによって、またはマクロセルによって動作可能な方法７００が示
される。特に、方法７００は、Ｘ２－ＧＷでのＸ２セットアップおよびルーティングのた
めの手順を説明する。方法７００は、７０２で、アクセスポイントで少なくとも１つのネ
イバーノードを発見することを含み得る。たとえば、アクセスポイントは、３ＧＰＰ発見
手順を使用し得る。発見は、検出された各々のネイバーノードからアドレス情報を要求す
ること、またはそうでなければ取得することを含み得る。アドレス情報は、少なくとも１
つのネイバーノードの少なくとも２つのアドレスを含み得、２つのアドレスは、より高い
プロトコルレイヤおよびより低いプロトコルレイヤでのアドレスに対応する。たとえば、
少なくとも２つのアドレスは、少なくとも１つのネイバーノードのトランスポートネット
ワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレスおよび無線ネットワークレイヤ（ＲＮＬ）アドレスを含
み得る。 方法７００はさらに、７０４で、Ｘ２通信のための少なくとも１つのネイバー
ノードの少なくとも１つのアドレスを備える登録メッセージをＸ２－ＧＷに送信すること
を含み得る。方法７００はさらに、登録メッセージに応答してＸ２－ＧＷから肯定応答メ
ッセージを受信することを含み得る。アクセスポイントは、ＨｅＮＢまたはｅＮＢの少な
くとも１つであり得るか、あるいはこれを含み得る。同様に、少なくとも１つのネイバー
ノードは、ＨｅＮＢまたはｅＮＢの少なくとも１つであり得るか、あるいはこれを含み得
る。
【００５０】
　[0057]一態様において、Ｘ２－ＧＷは、いくつかのアクセスポイントから同様の登録メ
ッセージを受信し得、登録メッセージにおけるアドレス情報をデータテーブルまたは他の
データ構造にアグリゲートし得る。データテーブルまたは構造は、ルーティングマップま
たはテーブルにおけるように、より高いおよびより低いレイヤのアドレスを互いに関連さ
せ得る。たとえば、登録メッセージに応答してＸ２－ＧＭによって維持されるデータテー
ブルは、Ｘ２－ＧＷによってサービスされる各々のアクセスポイントのための、ＴＮＬア
ドレスをＲＮＬアドレスに関連させ得る。かくして、Ｘ２－ＧＷは、データテーブルを使
用して、マクロセルとスモールセルとの両方を含む、それがサービスするアクセスポイン
ト間で、Ｘ２メッセージをルーティングすることができる。
【００５１】
　[0058]方法７００はさらに、追加の動作または態様、たとえば、図８～９に示された動
作８００または９００の１つまたは複数を含み得る。これらの動作のいずれか１つが方法
７００の一部として含まれ得るが、他のアップストリームまたはダウンストリームの動作
もまた含まれることは必ずしも要求されない。動作は、単に例示の簡便性のために、異な
る図面にグループ分けされているが、本明細書に開示される概念の有用な応用例は、示さ
れたグループ分けに限定されない。
【００５２】
　[0059]方法７００はさらに、図８に示された追加の動作８００を含み得る。方法７００
は、８０２で、少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも２つのアドレスを備える登
録メッセージを生成することを含み得、２つのアドレスは、より高いプロトコルレイヤお
よびより低いプロトコルレイヤでのアドレスに対応する。たとえば、８０４に示されてい
るように、少なくとも２つのアドレスは、少なくとも１つのネイバーノードのトランスポ
ートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレスおよび無線ネットワークレイヤ（ＲＮＬ）ア
ドレスを備え得る。方法７００はさらに、８０６で、標準的なＸ２－ＡＰメッセージ、修
正された標準的なＸ２－ＡＰメッセージ、または新しいＸ２－ＡＰメッセージから選択さ
れた、登録メッセージを生成することを含み得る。「標準的な」Ｘ２－ＡＰメッセージは
、Ｘ２－ＡＰの公開された規格によって定義されたメッセージを意味する。このようなメ
ッセージは、「修正された標準的な」メッセージを取得するために修正され得る。代替例
では、公開された規格にはない新しいＸ２－ＡＰメッセージが定義され得る。方法７００
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はさらに、８０８で、少なくとも部分的に、少なくとも１つのネイバーノードの少なくと
も２つのアドレス間の関連づけを含めることにより、ルーティングテーブルをＸ２－ＧＷ
によって更新することを含み得る。たとえば、少なくとも２つのアドレスは、リレーショ
ナルデータベースまたは他のリレーショナルデータ構造における記録の関連フィールドに
おいて記憶され得る。これは、Ｘ２－ＧＷノードによって実行され得る。
【００５３】
　[0060]方法７００はさらに、図９に示された追加の動作９００を含み得る。方法７００
は、９０２で、少なくとも１つの新しいネイバーノードの検出、または少なくとも１つの
ネイバーノードでのアドレスパラメータの変化の検出の少なくとも１つに応答して、発見
することを開始することを含み得る。方法７００は、９０４で、パラメータの変化を検出
することに応答して、少なくとも１つの更新されたアドレスを備える別の登録メッセージ
を送信することを含み得る。Ｘ２－ＧＷは、更新されたアドレス情報を有するこのような
メッセージを使用して、現在の状況におけるルーティングテーブルを維持することができ
る。
【００５４】
　[0061]図１０は、図７の方法に従う、Ｘ２－ＧＷでのＸ２セットアップおよびルーティ
ングのための装置の実施形態を示す。図１０を参照すると、ワイヤレスネットワークにお
けるネットワークエンティティ（たとえば、ＨｅＮＢ、フェムトセル、ピコセル、もしく
は他のスモールセル、またはマクロセル）として、あるいはネットワークエンティティ内
での使用のためのプロセッサまたは同様のデバイス／コンポーネントとして構成され得る
、例示的な装置１０００が提供される。装置１０００は、プロセッサ、ソフトウェア、ま
たはこれらの組み合わせ（たとえば、ファームウェア）によって実現される機能を表し得
る機能ブロックを含み得る。たとえば、装置１０００は、アクセスポイントで少なくとも
１つのネイバーノードを発見するための電気コンポーネントまたはモジュール１００２を
含み得る。コンポーネントまたはモジュール１００２は、アクセスポイントで少なくとも
１つのネイバーノードを発見するための手段であり得るか、またはこれを含み得る。上記
手段は、トランシーバおよびメモリに結合されたプロセッサを含み得、メモリは、アルゴ
リズムのための実行可能な命令を保持する。アルゴリズムは、たとえば、無線信号を検出
することと、検出された信号に関連づけられたセル識別子を決定することと、セル識別子
によって識別されるネイバーセルに要求を送信することと、要求への応答を受信すること
とを含み得る。応答は、たとえば、ネイバーセルのＲＮＬアドレスまたはＴＮＬアドレス
の一方または両方を含み得る。要求は、ネイバーセルのＲＮＬアドレスまたはＴＮＬアド
レスの一方または両方の送信を要求する信号を含み得る。
【００５５】
　[0062]装置１０００は、Ｘ２通信のための少なくとも１つのネイバーノードの少なくと
も１つのアドレスを備える登録メッセージをＸ２－ＧＷに送信するための電気コンポーネ
ントまたはモジュール１００４を含み得る。コンポーネントまたはモジュール１００２は
、Ｘ２通信のための少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも１つのアドレスを備え
る登録メッセージをＸ２－ＧＷに送信するための手段であり得るか、またはこれを含み得
る。上記手段は、トランシーバおよびメモリに結合されたプロセッサを含み得、メモリは
、アルゴリズムのための実行可能な命令を保持する。アルゴリズムは、たとえば、少なく
とも１つのアドレスを含むメッセージをフォーマットすることと、メッセージを符号化す
ることと、符号化されたメッセージを指定されたＸ２－ＧＷに送信することとを含み得る
。少なくとも１つのアドレスは、ネイバーセルのＲＮＬアドレスまたはＴＮＬアドレスの
一方または両方を含み得る。この手段により、アクセスポイントは、アクセスポイントが
発見した各々のネイバーセルのためのＲＮＬアドレスまたはＴＮＬアドレスの両方をＸ２
－ＧＷに提供し得る。関連する態様において、装置１０００はオプションで、プロセッサ
としてというよりもむしろ、ネットワークエンティティ（たとえば、フェムトセル、マク
ロセル、ピコセル、等）として構成された、装置１０００のケースでは、少なくとも１つ
のプロセッサを有するプロセッサコンポーネント１０１０を含み得る。このようなケース
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におけるプロセッサ１０１０は、バス１０５２または同様の通信結合を介して、コンポー
ネント１００２～１００４と動作可能に通信し得る。プロセッサ１０１０は、電気コンポ
ーネント１００２～１００４によって実行される処理または機能の開始およびスケジュー
リングを行い（effect）得る。
さらなる関連する態様において、装置１０００は、無線トランシーバコンポーネント１０
１４を含み得る。スタンドアロンの受信機および／またはスタンドアロンの送信機が、ト
ランシーバ１０１４の代わりに、またはこれと共に使用され得る。装置１０００がネット
ワークエンティティである場合、装置１０００はまた、１つまたは複数のコアネットワー
クエンティティに接続するためのネットワークインターフェース（図示せず）を含み得る
。装置１０００はオプションで、たとえば、メモリデバイス／コンポーネント１０１６の
ような、情報を記憶するためのコンポーネントを含み得る。コンピュータ可読媒体または
メモリコンポーネント１０５６は、バス１０５２等を介して装置１０００の他のコンポー
ネントに動作可能に結合され得る。メモリコンポーネント１０１６は、コンポーネント１
００２～１００４、およびこれのサブコンポーネント、もしくはプロセッサ１０１０の処
理および挙動、または本明細書に開示される方法、を行うためのコンピュータ可読命令お
よびデータを記憶するように適合させられ得る。メモリコンポーネント１０１６は、コン
ポーネント１００２～１００４に関連づけられた機能を実行するための命令を保存し得る
。メモリ１０１６の外部であるように示されているが、コンポーネント１００２～１００
４がメモリ１０１６内に存在し得ることが理解されるべきである。図１０におけるコンポ
ーネントが、プロセッサ、電子デバイス、ハードウェアデバイス、電子サブコンポーネン
ト、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、ファームウェアコード、等、またはこれら
の任意の組み合わせを備え得ることにさらに留意する。
【００５６】
　[0063]当業者は、情報および信号がさまざまな異なる技術および技法のいずれかを使用
して表され得ることを理解するであろう。たとえば、上記説明全体を通して言及され得る
データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流
、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光粒子、またはこれらの任意の組み合わ
せによって表され得る。
【００５７】
　[0064]当業者はさらに、本明細書における開示に関連して説明されたさまざまな例示的
な論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムのステップが、電子ハードウェ
ア、コンピュータソフトウェア、または両者の組み合わせとして実現され得ることを理解
するであろう。ハードウェアとソフトウェアとのこの互換性を明確に示すために、さまざ
まな例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップは、一般的
にこれらの機能の観点から上述されている。このような機能がハードウェアとして実現さ
れるかソフトウェアとして実現されるかは、システム全体に課せられた特定の用途および
設計の制約に依存する。当業者は、説明された機能を各々の特定の用途のための異なる手
法で実現し得るが、このような実現の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものとし
て解釈されるべきではない。
【００５８】
　[0065]本明細書における開示に関連して説明されたさまざまな例示的な論理ブロック、
モジュール、および回路は、本明細書において説明された機能を実行するように設計され
た、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラ
マブル論理デバイス、離散ゲートもしくはトランジスタ論理、離散ハードウェアコンポー
ネント、またはこれらの任意の組み合わせによって、実現され得るかまたは実行され得る
。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替例では、プロセッサは、任
意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンで
あり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせ、たとえば、Ｄ
ＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと一
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体化した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のこのような構成として
実現され得る。
【００５９】
　[0066]本明細書における開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップ
は、ハードウェアで直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
、または両者の組み合わせで、具体化され得る。 ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメ
モリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）
メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当該
技術で公知の任意の他の形態の記憶媒体の中に存在し得る。例示的な記憶媒体は、プロセ
ッサが記憶媒体から情報を読み出し、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プ
ロセッサに結合される。代替例において、記憶媒体は、プロセッサに統合され得る。プロ
セッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣの中に存在し得る。ＡＳＩＣは、ユーザ端末の中に存
在し得る。代替例において、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末における離散コン
ポーネントとして存在し得る。
【００６０】
　[0067]１つまたは複数の例示的な設計において、説明された機能は、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実現され得る。ソフト
ウェアで実現される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上で１つまたは複数の命令また
はコードとして記憶されるかまたは送信され得る。コンピュータ可読媒体は、１つの場所
から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含むコンピュ
ータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。 記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、このよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他
の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバイス、あるい
は、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセス
され得る命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶す
るために使用され得る、任意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続もコンピュータ可
読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケー
ブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波といったワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモート
ソースから送信される場合には、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波といったワイヤレス技術は、媒体の定義
に含まれる。ディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、本明細書において使用される場合
、コンパクトディスク（ＣＤ）（ｄｉｓｃ）、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ
）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）（ｄｉｓｃ）、フロッ
ピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（
ｄｉｓｃ）を含み、ｄｉｓｋは普通、データを磁気的に符号化し、ｄｉｓｃは、レーザー
によって光学的にデータを符号化する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体
の範囲内に含まれるべきである。
【００６１】
　[0068]本開示の先の説明は、本開示を製造または使用することをいずれの当業者にも可
能にさせるために提供される。本開示へのさまざまな変更が、当業者には容易に理解され
るであろうし、本明細書において定義された一般的な原理は、本開示の精神または範囲か
ら逸脱せずに他の変形例に適用され得る。かくして、本開示は、本明細書において説明さ
れた例および設計に限定されるように意図されるのではなく、本明細書に開示された原理
および新規な特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　Ｘ２通信セットアップのための方法であって、
　アクセスポイントで少なくとも１つのネイバーノードを発見することと、
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　Ｘ２通信のための前記少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも１つのアドレスを
備える登録メッセージをＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）に送信することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記登録メッセージのための前記Ｘ２－ＧＷからの肯定応答メッセージを受信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも２つのアドレスを備える前記登録メ
ッセージを生成することをさらに備え、前記２つのアドレスは、より高いプロトコルレイ
ヤおよびより低いプロトコルレイヤでのアドレスに対応する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記少なくとも２つのアドレスは、前記少なくとも１つのネイバーノードのトランスポ
ートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレスおよび無線ネットワークレイヤ（ＲＮＬ）ア
ドレスを備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　標準的なＸ２－ＡＰメッセージ、修正された標準的なＸ２－ＡＰメッセージ、または新
しいＸ２－ＡＰメッセージから選択された、前記登録メッセージを生成することをさらに
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　少なくとも部分的に、前記少なくとも１つのネイバーノードの前記少なくとも２つのア
ドレス間の関連づけを含めることにより、ルーティングテーブルを前記Ｘ２－ＧＷによっ
て更新することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　少なくとも１つの新しいネイバーノードの検出、または前記少なくとも１つのネイバー
ノードでのアドレスパラメータの変化の検出の少なくとも１つに応答して、前記発見する
ことを開始することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記パラメータの変化を検出することに応答して、少なくとも１つの更新されたアドレ
スを備える別の登録メッセージを送信することをさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　ワイヤレス通信装置であって、
　　アクセスポイントで少なくとも１つのネイバーノードを発見することと、
　　Ｘ２通信のための前記少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも１つのアドレス
を備える登録メッセージをＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）に送信することと、
　を行うように構成された、少なくとも１つのプロセッサと、
　データを記憶するために前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える、装置。
［Ｃ１０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記登録メッセージのための前記Ｘ２－ＧＷから
の肯定応答メッセージを受信するようにさらに構成される、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのネイバーノードの少なくと
も２つのアドレスを備える前記登録メッセージを生成するようにさらに構成され、前記２
つのアドレスは、より高いプロトコルレイヤおよびより低いプロトコルレイヤでのアドレ
スに対応する、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのネイバーノードのトランス
ポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレスおよび無線ネットワークレイヤ（ＲＮＬ）
アドレスを備える前記少なくとも２つのアドレスを生成する、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、標準的なＸ２－ＡＰメッセージ、修正された標準
的なＸ２－ＡＰメッセージ、または新しいＸ２－ＡＰメッセージから選択された、前記登
録メッセージを生成するようにさらに構成される、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、少なくとも部分的に、前記少なくとも１つのネイ
バーノードの前記少なくとも２つのアドレス間の関連づけを含めることにより、前記Ｘ２
－ＧＷのためのルーティングテーブルを更新するようにさらに構成される、Ｃ９に記載の
装置。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、少なくとも１つの新しいネイバーノードの検出、
または前記少なくとも１つのネイバーノードでのアドレスパラメータの変化の検出の少な
くとも１つに応答して、前記発見することを開始するようにさらに構成される、Ｃ９に記
載の装置。
［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記パラメータの変化を検出することに応答して
、少なくとも１つの更新されたアドレスを備える別の登録メッセージを送信するようにさ
らに構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信装置であって、
　アクセスポイントで少なくとも１つのネイバーノードを発見するための手段と、
　Ｘ２通信のための前記少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも１つのアドレスを
備える登録メッセージをＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）に送信するための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ１８］
　前記登録メッセージのための前記Ｘ２－ＧＷからの肯定応答メッセージを受信するため
の手段をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも２つのアドレスを備える前記登録メ
ッセージを生成するための手段をさらに備え、前記２つのアドレスは、より高いプロトコ
ルレイヤおよびより低いプロトコルレイヤでのアドレスに対応する、Ｃ１７に記載の装置
。
［Ｃ２０］
　前記生成するための手段は、前記少なくとも１つのネイバーノードのトランスポートネ
ットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレスおよび無線ネットワークレイヤ（ＲＮＬ）アドレス
を備える前記少なくとも２つのアドレスを生成する、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　標準的なＸ２－ＡＰメッセージ、修正された標準的なＸ２－ＡＰメッセージ、または新
しいＸ２－ＡＰメッセージから選択された、前記登録メッセージを生成するための手段を
さらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２２］
　少なくとも部分的に、前記少なくとも１つのネイバーノードの前記少なくとも２つのア
ドレス間の関連づけを含めることにより、前記Ｘ２－ＧＷのためのルーティングテーブル
を更新するための手段をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２３］
　少なくとも１つの新しいネイバーノードの検出、または前記少なくとも１つのネイバー
ノードでのアドレスパラメータの変化の検出の少なくとも１つに応答して、前記発見する
ことを開始するための手段をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記パラメータの変化を検出することに応答して、少なくとも１つの更新されたアドレ
スを備える別の登録メッセージを送信するための手段をさらに備える、Ｃ２３に記載の装
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［Ｃ２５］
　コンピュータプログラム製品であって、
　少なくとも１つのコンピュータに、
　　アクセスポイントで少なくとも１つのネイバーノードを発見することと、
　　Ｘ２通信のための前記少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも１つのアドレス
を備える登録メッセージをＸ２ゲートウェイ（Ｘ２－ＧＷ）に送信することと、
　を行わせるコードを備えるコンピュータ可読媒体、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ２６］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記少なくとも１つのコンピュータに前記登録メッセー
ジのための前記Ｘ２－ＧＷからの肯定応答メッセージを受信させるためのコードをさらに
備える、Ｃ２５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２７］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記少なくとも１つのネイバーノードの少なくとも２つ
のアドレスを備える前記登録メッセージを生成するためのコードをさらに備え、前記２つ
のアドレスは、より高いプロトコルレイヤおよびより低いプロトコルレイヤでのアドレス
に対応する、Ｃ２５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２８］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記少なくとも１つのネイバーノードのトランスポート
ネットワークレイヤ（ＴＮＬ）アドレスおよび無線ネットワークレイヤ（ＲＮＬ）アドレ
スを備える前記少なくとも２つのアドレスを生成するためのコードをさらに備える、Ｃ２
７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２９］
　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１つの新しいネイバーノードの検出、または
前記少なくとも１つのネイバーノードでのアドレスパラメータの変化の検出の１つに応答
して、前記発見することを開始するためのコードをさらに備える、Ｃ２５に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
［Ｃ３０］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記パラメータ
の変化を検出することに応答して、少なくとも１つの更新されたアドレスを備える別の登
録メッセージを送信させるためのコードをさらに備える、Ｃ２９に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
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